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＊＊＊「主体的・対話的で深い学び」で授業改善⑧＊＊＊ 
～国語科における学習指導の充実～ 

＊今回は、「主体的・対話的で深い学び」の視点から、国語科の授業改善を考えます。 
 国語科は、児童・生徒の言語能力を育成する中心的な役割を担う教科です。次期学習指導要領国語科の目標で
は、国語科において育成を目指す資質・能力を「国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力」と規定してい
ます。また、この資質・能力を育成するためには、「言葉による見方・考え方」を働かせることが必要となります。
これからの国語科では、児童・生徒の発達の段階を踏まえつつ、「言葉による見方・考え方」を働かせながら学習
に取り組めるような授業を実践することが求められてきます。 

 

 

 

 

 

 

 

  Ａ 言葉で表される話や文章を、意味や働き、使い方などの言葉の様々な側面から総合的に思考・判断し、 
   理解したり表現したりすることです。また、その理解や表現について、改めて言葉に着目して吟味する 
   ことです。 
 
 
 
 
  Ａ１ 学習指導要領〔思考力、判断力、表現力等〕（１）の指導事項に示されている内容を、（２）の言語 
    活動例を通して指導することが大切です。また、学年間の系統性を踏まえることも大切です。 
   【小学校例 Ｃ読むこと（第６学年）】         【中学校例 Ｃ読むこと（第１学年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  Ａ２ 学習指導要領に示されている学習過程（小・中学校共通）を意識することが大切です。 
   《話すこと》     《聞くこと》     《話し合うこと》     《書くこと》    《読むこと》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「R」は「reform（改革）」の頭文字です 

№１８（平成３１年３月） 
埼玉県教育局南部教育事務所 
https://www.pref.saitama.lg.jp

/soshiki/g2201/index.html 

「深い学び」の視点に関して、言葉による見方・考え方を働かせるとは…… 
 児童・生徒が学習の中で,対象と言葉,言葉と言葉との関係を,言葉の意味,働き,使い方等に着目して捉
えたり問い直したりして,言葉への自覚を高めることであると考えられる。 

Ｑ 〔思考力、判断力、表現力等〕の各領域において、児童・生徒の資質・能力を育成  
  するためのポイントは？ 

Ｑ 「対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目して捉え 
  たり問い直したり」するとは？ 

(1)指導事項 
オ 文章を読んで理解したことに基づいて、自 
 分の考えをまとめること。 
 
(2)言語活動例 
ア 説明や解説などの文章を比較するなどして 
 読み、分かったことや考えたことを、話し合 
 ったり文章にまとめたりする活動。 

(1)指導事項 
オ 文章を読んで理解したことに基づいて、自 
 分の考えを確かなものにすること。 
 
(2)言語活動例 
ア 説明や記録などの文章を読み、理解したこ 
 とや考えたことを、報告したり文書にまとめ 
 たりする活動。 

話題の設定 
情報の収集 
内容の検討 

構成の検討 
考えの形成 

表現 
共有 
 

話題の設定 
情報の収集 

話題の設定 
情報の収集 
内容の検討 

題材の設定 
情報の収集 
内容の検討 

 

共有 

構造と内容の把握 
精査・解釈 
考えの形成 

共有 

構成の検討 話合いの進め方の検討 
考えの形成 

共有 

推敲 

考えの形成 
記述 

構造と内容の把握 

精査・解釈 

考えの形成 
共有 



引用・参考 「小学校学習指導要領解説 国語編」、「中学校学習指導要領解説 国語編」 文部科学省 
      「埼玉県小学校教育課程編成要領」、「埼玉県中学校教育課程編成要領」埼玉県教育委員会 
      全国学力・学習状況調査サンプル問題（平成３１年度～） 国立教育政策研究所 
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【資料１】職業について書かれた本の「パン職人」のページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 「学びのＲ」は 
こちらからも御覧 
いただけます！ 

 
 
 
Ａ 目的に応じて、中心となる語や文を 
  捉えて読むことができる力です。 

 
 
 
Ａ 従来の「Ａ問題」に該当します。 
 （文章の中から適切な段落を見つけて 
  読む。） 

全国学力・学習状況調査サンプル問題（小学校６年）から見る「言葉による見方・考え方を働かせる」とは？ 

 
 
 
Ａ 「読むこと」の「精査・解釈」です。 

Ｑ 問題の特徴は？ 

Ｑ 問われる力は？ 

Ｑ 意識すべき学習 
  過程は？ 

 
 
 
Ａ 従来の「Ｂ問題」に該当します。 

 
 
 
Ａ 「読むこと」の「構造と内容の把 
   握」「精査・解釈」です。 

 
 
 
Ａ 目的に応じて、本や文章を比べて 
  読むなど効果的な読み方ができる 
  力です。 
 

Ｑ 問題の特徴は？ 

Ｑ 問われる力は？ 

Ｑ 意識すべき学習 
  過程は？ 

 
 
 
Ａ この問題では、「どのようにして」という 
   問いに対する答えを資料２で見つけてから、 
   資料１で順番を確認します。日頃から複数 
   の情報を関連付けて読ませていくことが 
     大切です→言葉による見方・考え方 

 
 
 
Ａ この問題では、資料２の「きっかけ」という 
   言葉がキーワードになります。日頃からキー 
   ワードやキーセンテンスに着目させること 
   が大切です。→言葉による見方・考え方 

Ｑ 日頃の授業で留意 
  することは？ 

Ｑ 日頃の授業で留意 
  することは？ 


